
発行日　２００５年（平成１７年）３月１５日
　　　　毎月１回１５日発行
発行所　〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２
　　　　社会福祉法人　神奈川県社会福祉協議会
　　　　TEL０４５－３１１－１４２３　FAX０４５－３１２－６３０２
　　　　http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/
編集発行人　平本邦夫
定　価　１００円（税・郵送料込）
印刷所　株式会社　神奈川機関紙印刷所
昭和２７年１月３０日　第三種郵便物認可

　

横
浜
伊
勢
佐
木
町
の
路
上
ラ
イ
ブ
か
ら
出
発
し
た

フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
「
ゆ
ず
」
か
ら
、
ド
ラ
え
も
ん
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
に
も
な
っ
た
「
ま
た
会
え
る
日
ま

で
」
の
著
作
権
料
を
、
我
が
共
同
募
金
会
に
ご
寄
付

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
動
機
は
、「
子
ど
も
た
ち
と
共
同
で
詩
を
作

っ
た
か
ら
」
と
、
曲
の
発
売
さ
れ
た
平
成
十
四
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
潟
県
中
越
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
、
大
震
災
直
後
の
十
月
三
十
日
か
ら
の
コ
ン
サ
ー

ト
ツ
ア
ー
の
中
で
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
横
浜
ア
リ
ー
ナ
に
ス
タ
ン
ド

式
の
募
金
箱
を
持
っ
て
出
か
け
た
中
年
職
員
は
、

「
フ
ァ
ン
の
中
学
生
・
高
校
生
が
一
枚
の
千
円
札
を

三
人
で
入
れ
た
り
、
温
か
い
心
も
届
け
た
い
か
ら

と
、
募
金
と
と
も
に
ホ
カ
ロ
ン
を
入
れ
て
く
れ
た
」

と
、
若
者
の
優
し
さ
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
台
置
い
た
募
金
箱
が
い
っ
ぱ
い
、
壊
れ
ん
ば
か

り
に
な
り
、
四
日
間
で
五
百
七
十
万
円
に
も
な
り
ま

し
た
。

　
「
ゆ
ず
」
の
お
二
人
は
、

　
「
こ
れ
か
ら
も
特
別
な
こ
と
で
な
く
て
、
一
人
の

人
間
と
し
て
福
祉
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
事
務
局
長　

岡
村
良
子
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十
年
と
い
う
機
運

災害時、いかに動くか
～２００４年から問われること～

　「阪神・淡路大震災は今なお身近である」…2004年、日本各地で頻発した自然災害は、1995年１月17日から
10年を迎えようという時期に、改めて厳しい警告として現れました。
　昨年７月13日に新潟県・福島県で発生した豪雨による水害は、その後近畿・四国・九州に広がり、秋には横浜
市でも浸水で避難する地区が出る事態となりました。そして震度７を記録する「新潟県中越大震災」が、10月23
日に発生したのでした。同じ関東甲信越圏という地理柄、新潟県の被災は、支援などを通じて、本県における災
害対応の実効性をよりリアルに問いかけます。
　10年前、福祉保健関係者をはじめ各方面でとらえられた「阪神・淡路大震災」の教訓が、実際どのように生き
ているか、かながわボランティアセンターの動きを中心に振り返ります。

　

本
県
に
お
い
て
災
害
時
に
お
け
る
福

祉
関
係
者
の
対
応
の
あ
り
方
が
検
討
さ

れ
、
市
町
村
社
協
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
、
施
設
、
当
事
者
団
体
等
、

各
方
面
で
研
修
や
マ
ッ
プ
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
ほ
ぼ
十
年
、
毎
年
開
催
す
る
研
修
会

の
状
況
な
ど
を
み
る
と
、
問
題
意
識
を

持
ち
続
け
る
こ
と
、
初
動
体
制
を
明
示

で
き
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
容
易
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
「
災
害
は
い
つ
ど
う
い
う
形
で
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
」と
認
識
し
な
が
ら
、

目
の
前
に
現
れ
な
い
問
題
に
か
か
わ
り

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
で
は
、
ど
う

動
機
づ
け
を
保
つ
か
。
そ
こ
に
二
〇
〇

四
年
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

企
画
さ
れ
た
の
が
、
広
島
県
呉
市
社
協

か
ら
職
員
を
招
く
研
修
で
す
。

被
災
社
協
か
ら
学
び
取
る

　

一
九
九
九
年
に
豪
雨
水
害
を
、
二
〇

〇
一
年
に
芸
予
地
震
（
震
度
６
）
を
経

験
し
た
呉
市
社
協
は
、
被
災
経
験
を
も

と
に
地
域
内
の
関
係
者
と
災
害
時
対
応

体
制
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
後
、
高
知
県
西
部
、
熊

本
県
水
俣
市
、
名
古
屋
市
な
ど
県
外
で

発
生
し
た
災
害
の
地
へ
お
も
む
き
、
支

援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
目
的
は
、
そ
の
実
情
を
伺
う

こ
と
で
、「
何
が
い
つ
起
き
て
も
慌
て

ず
に
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
」
よ
う
に

す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
を
学
ぶ
こ
と

で
し
た
。

　
「
災
害
時
、
何
も
で
き
な
い
社
協
は

地
域
に
な
く
て
よ
い
」、「
第
一
の
行
動

は
要
援
護
者
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
の
安

否
確
認
」、「
予
測
で
き
な
い
事
態
が
頻

発
す
る
中
、
即
決
・
即
応
す
る
」。
多
様

な
主
体
が
登
場
す
る
今
日
に
あ
っ
て
、

数
々
の
厳
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
て
き

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
み
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
も
、「
大
掛
か
り
に
考

え
る
と
結
局
何
も
せ
ず
に
過
ぎ
て
し
ま

う
。
日
頃
か
ら
ど
う
取
り
組
ん
で
い
っ

た
ら
よ
い
か
、ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
」な

ど
数
々
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

三
条
市
の
水
害
支
援
へ

　

期
せ
ず
し
て
、
梅
雨
前
線
の
影
響
に

よ
り
豪
雨
に
み
ま
わ
れ
た
新
潟
県
が
水

害
に
襲
わ
れ
、
支
援
が
要
請
さ
れ
ま
し

た
。本
会
で
も
、ほ
ぼ
十
年
ぶ
り
の
災
害

時
対
応
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　

ま
ず
展
開
さ
れ
た
の
は
、
現
地
の
情

報
収
集
と
発
信
で
す
。
続
い
て
、
派
遣

職
員
の
確
保
と
調
整
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
直
後
の
混
乱
期
、
支
援
に
お
も

む
く
者
は
、
現
地
の
方
々
の
負
担
と
な

ら
ぬ
よ
う
、
移
動
手
段
・
宿
泊
場
所
・

食
事
の
確
保
を
自
己
完
結
す
る
こ
と

に
、
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
苛
烈
な
気
候
と
、
早
朝
か

ら
深
夜
に
及
ぶ
活
動
時
間
に
耐
え
る
体

力
は
必
須
で
す
。
本
会
職
員
が
、
現
地

で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
に
か
か
わ
り
、
運
営
に
ま
い
進

す
る
中
、
相
模
原
市
・
海
老
名
市
・
城

山
町
社
協
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
強

力
な「
助
っ
人
」と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
携
わ
り
ま
し

た
。
三
条
市
社
協
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
気
持
と
行
動

に
接
し
な
が
ら
の
支
援
は
、
災
害
時
に

大
切
に
す
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
考
え

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

７月１３日　　災害の発生
７月１４日～　全社協より都道府県・指定都市社協宛に災害ボランティア情報の発信
７月１５日　　本会より市町村社協へ全社協災害ボランティア情報を送信
７月１９日　　新潟県社協より関東ブロック協定に基づき職員派遣の協力依頼
７月２０日　　本会より市町村社協へ職員派遣協力依頼
　　　　　　本会職員を支援のために現地へ派遣（７月２０日～７月３１日、４名）
７月２２日　　全社協よりボランティア要請
　　　　　　本会ホームページで豪雨災害支援情報を掲載
７月２３日　　本会より市町村社協へ職員派遣協力の再依頼
　　　　　　全社協よりボランティア要請期間の延長依頼（７月２５日から８月１日へ）
７月２６日　　三条市、新潟県社協より災害ボランティアセンターの受付を７月３１日で

終了する旨連絡
７月２８日　　新潟県社協より他県の支援は８月１日までとの見込と感謝の連絡
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小
千
谷
市
の
震
災
支
援
へ

　

水
害
と
震
災
と
の
違
い
に
、
規
模
の

大
き
さ
、
緊
急
・
復
旧
期
間
の
長
さ
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
新
潟
県
中
越
大
震
災

に
際
し
て
も
、
そ
の
点
を
留
意
し
な
が

ら
、
本
会
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
県
と

し
て
、
全
社
協
・
新
潟
県
社
協
・
他
県

社
協
と
支
援
体
制
の
連
絡
調
整
を
図
り

ま
し
た
。

　

現
地
へ
の
直
接
支
援
に
は
、
本
会
、

横
浜
市
社
協
、
川
崎
市
社
協
が
継
投
し

て
小
千
谷
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
約
一
カ
月
職
員
を
派
遣
、
常
駐

さ
せ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
県
内
市
町
村

社
協
に
も
職
員
の
専
門
性
を
発
揮
す
る

べ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
担
お
う
と
呼
び
か
け
、
横
須
賀
市

・
平
塚
市
・
小
田
原
市
・
逗
子
市
・
相

模
原
市
・
三
浦
市
・
大
和
市
・
南
足
柄

市
・
愛
川
町
・
葉
山
町
か
ら
協
力
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
計
三
十
四
名
で
、
日
々

変
わ
る
状
況
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

依
頼
相
談
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
つ

い
て
、
見
直
し
と
工
夫
を
重
ね
、
活
動

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

間
接
支
援
と
し
て
、
か
な
が
わ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
現
地
情

報
の
収
集
と
発
信
も
、
県
民
及
び
関
係

機
関
の
高
い
関
心
に
応
え
る
も
の
で
し

た
。
発
災
後
二
週
間
は
、
電
話
等
に
よ

る
各
種
問
合
せ
が
殺
到
し
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
救
援
物
資
・
義
援
金

を
主
に
、
日
々
、
最
新
情
報
を
集
め
、

県
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
善
意
を
で
き
る

だ
け
生
か
す
こ
と
に
努
力
し
ま
し
た
。

救
援
物
資
は
、
説
明
を
添
え
て
新
潟
県

に
送
り
ま
し
た
。

　

大
雪
の
季
節
を
迎
え
、
県
外
か
ら
の

支
援
が
一
度
区
切
り
を
つ
け
ら
れ
る
中
、

渦
中
に
あ
っ
た
一
カ
月
を
振
り
返
る
と
、

①
被
災
地
に
生
じ
て
い
る
、
大
量
か
つ

多
様
な
生
活
問
題
、
ニ
ー
ズ
を
い
か
に

と
ら
え
受
け
止
め
る
か
を
整
理
す
る

②
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
」
の
理

解
を
進
め
る

③
価
値
観
や
行
動
様
式
の
異
な
る
複
数

の
団
体
が
、
同
時
に
活
動
を
展
開
す
る

に
際
し
て
、
協
力
関
係
が
保
て
る
よ
う

意
思
疎
通
を
図
る

④
小
地
域
・
市
町
村
域
・
県
域
・
県
外

の
、
圏
域
に
よ
る
役
割
を
十
全
に
果
た

し
合
う
体
制
を
つ
く
る

⑤
予
測
し
な
い
事
態
が
生
じ
た
時
、
即

座
に
対
応
方
針
を
決
め
、
諸
事
に
あ
た

る
組
織
運
営
を
行
う

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

災
害
意
識
の
再
生

　
「
神
戸
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

他
の
地
域
、
他
の
問
題
、
他
の
組
織
で

も
、
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」、「
原
因
の
い
く
つ
か
が
、
社
会

福
祉
の
〈
現
在
〉
に
内
在
す
る
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
」（
高
澤
武
司
編
『
福
祉
に

お
け
る
危
機
管
理
』）と
い
う
指
摘
が
反

す
う
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
は
、
生
命
と
生
活
の
破
た
ん
を

迫
る
厳
し
い
経
験
に
な
り
ま
す
。
今
現

在
、
み
ま
わ
れ
ず
に
す
ん
で
い
る
状
況

を
幸
い
と
し
て
、
問
題
を
風
化
さ
せ
な

い
取
り
組
み
が
必
要
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
本
県
で
蓄
え
ら
れ
て
き
た
社
会
福

祉
の
実
践
、
地
域
福
祉
の
蓄
積
が
、
災

害
へ
の
新
た
な
、
そ
し
て
風
化
を
阻
む

実
践
と
し
て
、
地
道
に
結
実
さ
れ
続
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
の

次
期
活
動
推
進
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
緊
急
課
題
部
会
と
し
て
「
災
害
部

会
」を
設
置
し
、検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

七
年
前
に
作
成
し
た
『
神
奈
川
に
お

け
る
災
害
時
福
祉
活
動
対
応
指
針
』
を

吟
味
し
な
が
ら
、
新
潟
県
な
ど
か
ら
得

た
課
題
を
と
ら
え
直
し
ま
す
。
新
潟
県

中
越
大
震
災
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る

東
京
都
の
三
宅
島
帰
島
な
ど
、
私
た
ち

が
具
体
的
に
何
が
で
き
る
か
を
問
わ
れ

る
事
態
は
依
然
、
身
近
に
あ
り
ま
す
。

（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

雨の中、早朝からボランティアが集まります。受付が円滑
に進むよう工夫します。保険の手続きも同時に行います

待機しているボランティアに依頼内容を説明する際、依頼
票と行き先の地図を渡します。持参する物も確認します

県社協事務所ではホワイトボードに各種連絡先、道路事情、要
請事項、派遣職員の日程等、様々な最新情報が貼られました
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－平成17年度神奈川県福祉部予算（案）の重点事業・新規事業－
（単位：千円、◎は新規事業）

予算額概　　　　要事　業　名

１，９７４

２１，３０７
２４２，９９１
２，０５０

１０，５５６

４，４５０

２，２００
４５２，４３８
７，９７８
４４，６６０

１，５１１

３，４４７

２，３００

１５８，０００
１，８２８
３，８３８

３，７０１

１７，５３６

１，０７６

３，１６４
１，０００
１３，１６８

３，８８９，６０９
６３８，７６３
９，２４０

２，２６０
３，１００
６５，３６４

２１，２５１，２１６
４，３７８

３，０００

�障害者や外国籍県民等当事者本人の問題解決能力を高めるためプログラム開
発等を実施

�「かながわ福祉サービス第三者評価推進機構」の運営に対し助成

�認知症高齢者や知的障害者、精神障害者等判断能力が不十分となった方の自
己決定を尊重し、権利擁護を推進するための成年後見制度の普及を図る

�県の地域行動計画を着実に推進するため協議会や検討会の開催、計画冊子の
作成等。また、土日に育児相談を実施する市町村に対する支援を行う

�少子化をめぐる問題、次世代育成支援の必要性等について資料・パンフレッ
トの作成等

�保育所や認定保育施設に緊急通報システムを整備する市町村に対し助成

�週に一定程度の保育が必要となる児童を受け入れる経費の助成（２市・２カ所）
�児童相談所等に心理担当職員を配置し虐待を受けた児童に対する心理面での
ケアを実施

�子育て経験者や保健師等が子育て家庭訪問し育児支援を実施する経費の助成
（１市）
�県立中里学園の入所児童の家庭復帰等を促進するため、保護者への養育相談
等を行う家庭支援専門相談員の配置等

�障害児者の地域生活を支援するための総合相談窓口の設置を促進

�支援費対象外の中・高生の下校後等の活動の場の確保。親の就労支援とレス
パイトを目的としたデイサービス事業所等での預かり、日常的な訓練の実施

�ＩＴ機器の利用支援を含めた相談事業やパソコンボランティアの養成事業等
の実施

�支援を総合的に行う県域の拠点として、自閉症・発達障害支援センターを設
置（県立中井やまゆり園に附置）し運営。また、児童相談所に自閉症に対応
する専門医師を配置するとともに、専門研修等により相談窓口機能を強化

�高次脳機能障害者が地域社会で暮らしていくために必要な支援方策のしくみ
づくり

�認知症高齢者の生活支援の方法や管理運営等の研修を実施

�全国共通の介護支援専門員の情報を各都道府県が管理し共有するシステムの
整備

�介護予防事業などを行う市町村に対し助成（３３市町村）
�介護予防事業の従事者を対象に必要な専門知識・専門技術を習得するための
研修を実施

�高齢者の生活経験やスキルに着目し、高齢者が社会貢献できる仕組みづくり

�運転者や運行管理責任者への研修及び実施主体等に対する相談をＮＰＯ等と
協働で実施

�就労促進事業や技能訓練（試行）の実施

◎当事者支援推進事業費

�福祉サービス第三者評価推進事業費
�かながわ権利擁護相談センター事業費
◎成年後見制度普及事業費

◎次世代育成支援行動計画推進費

◎次世代育成支援対策普及啓発事業費

◎私立学校等緊急通報機器整備補助
�保育所施設整備費補助
◎特定保育事業費
◎被虐待児個別支援事業費

◎育児支援家庭訪問事業費補助

◎家庭復帰支援事業費

◎中里学園児童棟改修及び男子寮耐震補強工事基本
設計費

�総合相談窓口設置促進事業費
◎支援費システム改修事業費
◎障害者タイムケア事業

◎ＩＴ利活用推進事業費

一部　
◎自閉症・発達障害支援事業

◎高次脳機能障害支援事業費

◎認知症高齢者グループホーム管理者研修事業費
◎介護支援専門員実務研修指導者養成事業費
◎介護支援専門員名簿管理支援システム整備事業費

�特別養護老人ホーム整備費補助
�介護予防地域支え合い事業費補助
◎介護予防従事者研修事業費

◎介護予防指導者研修事業費
◎かながわシニア社会貢献システム構築モデル事業費
�かながわ福祉人材研修センター運営事業費
◎国民健康保険財政調整交付金
◎福祉有償運送推進事業費

�ホームレス自立促進事業費
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－平成17年度横浜市予算（案）の主要事業（一部抜粋）－

予算額概　　　　　要事　業　名

４，１７２
９８０
５０

９３２

３
１７７
１５
９０
２３０
９２
３０

２，１３８
６，９７８
４００

４６５

６３
５４
２４９
８９
４
２２
３６５
４２

７９３

�特養２０カ所、ケアハウス１カ所
�１２カ所
�モデル事業実施５カ所

◎介護予防モデル事業
◎介護予防拠点整備事業
◎認知症予防モデル事業等
�地域生活移行支援プログラムの検討・策定とモデル事業（１カ所）
◎就労援助センター運営５カ所（新規１カ所）等
�精神障害者就労支援センターの開設
�不妊専門相談の開始（１７年４月～）、特定不妊治療費助成の開始（１７年１０月～）
�２４時間３６５日小児救急医療体制の拡充等
�被保護者の自立支援を行う専門員を各区に配置等
�評価実施領域の拡充等
�建設９カ所、設計５カ所、用地購入１カ所
�新設・増設２２カ所、余裕教室活用１カ所等
◎時間延長保育の新設
◎障害児加算の新設等
�一時保育事業、病児保育の実施等
◎育児支援家庭訪問（育児ストレス等によるひきこもり等の問題を抱える家庭支援）
◎地域子育て支援拠点（親子の居場所や子育て情報の提供、ネットワークづくり）等
�４カ所目の児童相談所の設置及び青少年相談センター（中区）の機能移転（南区）
�一時保護所第２分室等の増、緊急保護、行動観察、短期治療の実施
�運営助成１１カ所
�被虐待児童や非行児童へのきめ細やかなケアや地域支援機能を整備
�就業セミナーの実施、修業中の生活費給付、電話相談等
�継続９カ所、新規９カ所
◎全市的な青少年育成活動への補助
◎「青少年の居場所づくり」事例集の作成等
�学校訪問カウンセラーの全区展開、スクールカウンセラーの配置（１５６校）、ハート
フルフレンド（引きこもりがちな児童等への家庭訪問）６７０回等

�特別養護老人ホーム等の整備
�介護老人保健施設整備事業
◎小規模・多機能サービス拠点等整備モデ
ル事業
�介護予防の推進

◎障害者の地域生活移行の推進
�障害者の就労援助
◎精神障害者の就労支援
◎不妊治療の支援
�小児救急体制の充実
�被保護者の自立支援
�福祉サービスの第三者評価
�地域ケアプラザの整備
�保育所の整備
�私立幼稚園預かり保育の推進

�子育てニーズへの対応

�親子の居場所整備事業
�第四児童相談所等の整備
�一時保護事業
�ファミリーグループホーム事業
◎横浜市向陽学園を児童養護施設等に転換
�母子家庭等の自立支援
�放課後キッズクラブ事業
�青少年育成の推進

�不登校予防・対策関連事業

（単位：百万円、◎は新規事業）

－平成17年度川崎市予算（案）の主要事業（一部抜粋）－

予算額概　　　　　要事　業　名

３６，１４３
３，０００

２２５，９２６

６９６，６１８
６２７，８７９

１５６，８２５
１，０８１

３００，０００
８，８３９，６８３

１１，７７６
９，６４２

１９８，８６９

９，５２０，１４８
６３，４４３

１３１，３９３
２９，７０３

�各区保健福祉センターの相談支援機能を拡充

◎介護予防拠点整備事業（３カ所）
�介護予防モデル事業（○高齢者パワーリハビリテーション事業、◎栄養改善事業、
◎口腔ケア事業）等

�完成２カ所、運営開始１カ所
�用地取得（１カ所）

�着工１カ所
�鷺沼プール跡地福祉ゾーンにおける多機能型施設整備のための基本計画策定

�着工１カ所、完成１カ所
�居宅生活支援実施事業（◎障害者（児）地域生活サポート試行事業、デイサービス
事業、ショートステイ事業、○グループホーム事業（６４カ所→７４カ所））等
�施設訓練等支援実施事業等
�小規模通所授産型地域生活支援センターを設置し制度の利用支援、生活支援を実施
◎福祉キャブ（リフト付自動車）運行事業等
◎産褥期ヘルパー派遣事業への助成（産後体調不良のため家事や育児が困難な核家族
の家庭等へベビーシッター等派遣の費用の一部を助成）

○地域子育て支援センターの拡充（公立保育所内３カ所→４カ所）
�保育所の整備［民設民営（４カ所）、公設民営（１カ所）］、保育内容の充実等
◎特定不妊治療費助成事業
○母子訪問指導事業
○母子福祉センター内に母子家庭等就業・自立支援センターを併設等
○児童虐待防止センターの２４時間３６５日体制への強化等

�保健福祉総合相談窓口の拡充
�シニア能力地域活用システム構想の推進
�効果的な介護予防のしくみづくり

�特別養護老人ホームの整備
◎地域密着型サービス（小規模特別養護老
人ホーム等）施設の整備
◎ケアハウスの整備
◎鷺沼地区介護予防・高齢者多機能型施設
基本計画の策定
�介護老人保健施設の整備
�障害者支援費制度への着実な対応

○障害者の相談支援の充実
�難病患者等の居宅生活支援事業
�地域子育て支援体制の確立
　

�多様な保育の充実
�親と子の健康づくりの推進

�ひとり親家庭等の自立支援
�児童虐待の防止体制の強化

（単位：千円、◎は新規、○は拡充事業）
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　「障害があっても自分でできることを増やしたい」。こんな思いから生まれたオリジナル自助具の製作発表会。今回も障害のある
方が生活の中から編み出した作品や、援助者が障害がある方と一緒になって作り上げた作品など、多くの秀作が寄せられました。
　２月２０日の授賞式では、受賞者から作品への思いや製作の工夫を伺ったほか、パネルディスカッションでは、自助具を使って生
活が豊かになる喜びや、使用者の意見を取り入れることの大切さなどが語られました。
　作品は、３月末までかながわともしびセンター福祉用具展示場（かながわ県民センター１３階）でご覧いただけます。

（バリアフリー普及課）

自自助助具具製製作作発発表表会会授授賞賞作作品品ををごご紹紹介介ししまますす！！

優秀賞（４点）

「介助帯」　岡　園子さん
下肢に障害がある方の車いす
への移乗や歩行等を助ける
際、腰に装着して使用します

「片手用まな板」　松田暁子さん
ギザギザが付いたクリップとまな
板に刺した釘で素材を固定します

「浴槽タオルホルダー」
星野利男さん

片手でも背中を洗えるように
タオルの一方を固定します

「ファスナー閉じ」
石橋久惠さん

微力でも簡単にファスナーの
引き下げができます。外出時
にかさばらず、デザイン性も
優れています

本
年
度
も
本
会
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

【
賛
助
会
員
】
本
会
事
業
の
主
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に
賛
同
し
、
ご
入

会
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た
だ
き
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企
業
・
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等
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ナ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
▽
鎌
倉
市
海
水
浴
場
運
営
委
員
会
▽
富
士
コ
カ

・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
▽
横
浜
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
▽
横
浜
戸
塚
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▽
東

神
工
芸
㈱
▽
藤
澤
電
気
㈱
▽
㈱
東
三
産
業
㈱
▽
�

神
奈
川
県
経
営
者
福
祉
振
興
財
団
▽
ジ
ョ
ン
ソ
ン

㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
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認知症高齢者グループホーム外部評価事業の評価結果を公表
　本会による平成１６年度第１期「認知症高齢者グループホーム外部評価事業」を
受審した３４事業所の評価結果を確定しました。
　外部評価を通して、家庭的な環境の中で認知症の高齢者がその人らしく安心し
て暮らすことができるよう、事業所それぞれに努力や工夫が図られていることが
明らかになりました。評価結果の詳細は、WAMNET（http://www.wam.go.jp/）
や本会ホームページ（本紙１面参照）等に掲載しています。　　　　　　（企画課）

所在地事　業　所　名所在地事　業　所　名

横 須 賀 市グループホーム　なでしこ１８横浜市神奈川区カルフ１
横 須 賀 市グループホームつばき１９横 浜 市 西 区グループホーム　フィニックス２
横 須 賀 市グループホームゆりの花２０横 浜 市 南 区グループホーム　みのり３
横 須 賀 市グループホーム　はまみ２１横 浜 市 旭 区のぞみの家４
平 塚 市グループホーム　ＭＯＭＯ２２横浜市青葉区グループホーム　万寿の森５
平 塚 市グループホーム　くすの樹２３横浜市都筑区グループホーム　泉の郷川和６
鎌 倉 市グループホーム　鎌倉・山崎の里２４横浜市戸塚区善のさと７
鎌 倉 市グループホーム　鎌倉常盤の家２５横 浜 市 栄 区高齢者グループホーム　晴８
藤 沢 市グループホーム　えん２６横 浜 市 泉 区グループホーム　泉の郷上飯田９
逗 子 市NPO法人　グループホーム花梨２７横 浜 市 泉 区グループホーム　泉の郷１０
相 模 原 市グループホーム　中の郷２８横 浜 市 泉 区弥生台グループホーム１１
大 和 市グループホームひだまり２９横浜市瀬谷区グループホーム　泉の郷本郷１２
大 和 市グループホームひだまり弐番館３０川崎市川崎区グループホームさくら１３
大 和 市大和ＹＭＣＡグループホーム３１川崎市高津区サリューブル　たかつ１４
伊 勢 原 市すずらん３２川崎市多摩区コスモス・ぴあ・ハウス１５
大 磯 町グループホーム　こゆるぎの家３３横 須 賀 市有限会社　ライフサポートいずみ１６
箱 根 町グループホーム　泉の郷　仙石原３４横 須 賀 市高齢者グループホーム　かもいの家１７

フックをファ
スナーのつま
みに掛けて引
き上げます。

着物の帯を
再利用する
など工夫が
こらされて
います

最優秀賞（１点）
「用紙固定下敷」
吉本由紀子さん

片手が不自由な方が、文字を書い
たり消したりする時に、紙を固定
することができます

コーナーにあるマグネ
ットシートをめくり、
紙をはさみます。はず
す時は引っ張るだけ！

取り外しも簡単！背中以
外を洗う時にも便利。

大きさに合わせて固
定する位置が調節で
きます。
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　県内で営利を目的としない活動を行っている、シニアグル
ープを支援するため、グループのリーダー等を対象に、地域
活動をすすめる上で必要な知識･技術について学ぶことを目
的に、２月に５日間にわたる研修会を開催しました。
　今号では研修会の様子をご紹介します。

シニアグループ応援します

シシシシシシシシシシシシシシニニニニニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアアアアアググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーー研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修シニアグループリーダー研修　開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催開催

グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
に
向
け
て

　

こ
の
研
修
は
、
シ
ニ
ア
の
仲
間
づ
く

り
を
支
援
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、

県
内
で
営
利
を
目
的
と
し
な
い
活
動
を

し
て
い
る
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
等
を
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
の
運
営

・
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
定
員
二
十
名
の
と
こ
ろ
、
二
十

八
名
の
応
募
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
の
抱

え
て
い
る
課
題
な
ど
を
参
考
に
受
講
者

を
決
定
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
は
異
な

っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
や
グ
ル

ー
プ
を
ま
と
め
て
い
く
上
で
の
苦
労
、

活
動
資
金
の
確
保
な
ど
、
抱
え
て
い
る

問
題
や
課
題
に
は
共
通
点
が
多
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
に
も

　

研
修
は
、
講
義
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
形
式
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら

す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
「
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ

る
も
の
と
は
」
の
講
義
で
は
、
当
セ
ン

タ
ー
で
シ
ニ
ア
の
仲
間
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て
い
る
、
石
井
四
郎

さ
ん
と
辻
日
出
夫
さ
ん
が
、
ご
自
身
で

様
々
な
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
時
の

ご
苦
労
や
、
今
も
活
動
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
で
の
経
験
を
通
し
て
、「
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
は
、
組
織
の
指
導
者
、
統
率

者
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
ま
と
め
役
、

調
整
役
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
い
き
い

き
と
活
動
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
は
な
い
か
」
と
話
さ
れ
、
受
講
者
は

皆
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
議
の
持
ち
方
・
進
め
方
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
参
加
し
た
会
議
を
振

り
返
り
、悪
い
会
議
の
例
示
を
も
と
に
、

良
い
会
議
の
十
か
条
を
考
え
ま
し
た
。

　

二
日
目
か
ら
は
、
具
体
的
に
グ
ル
ー

プ
を
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要
な
技
術

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

広
報
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
の
講
義
で
は
、

会
員
相
互
の
連
帯
を
深
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
人
た
ち
に
活
動
を
認
知
し

て
も
ら
い
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
な
ど
、
広
報
紙
の
持
つ
意
義
や

必
要
性
に
つ
い
て
、
紙
面
づ
く
り
を
通

し
て
考
え
ま
し
た
。

「
わ
か
る
」と「
で
き
る
」の
違
い
が
分

か
っ
た

　

受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
研

修
に
参
加
し
て
皆
の
体
験
談
が
聞
け
て

よ
か
っ
た
」、「
今
ま
で
は
自
己
流
だ
っ

た
が
、
良
い
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
」、

「
研
修
を
受
講
し
て
、
わ
か
る
と
で
き

る
の
違
い
が
良
く
分
か
っ
た
」
な
ど
、

今
後
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に
向
け
て
参
考

に
な
っ
た
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
事
業
を
通
し
て
、
シ
ニ
ア
の

仲
間
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

広報・ＰＲの講義で紙面づくりに取り組む受講生
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＜プログラム＞
１日目　「リーダーに求められるものとは」
　　　　　シニアの仲間づくりアドバイザー
　　　　　　　　　　　　石井四郎・辻日出夫
　　　　「会議の持ち方・進め方」
　　　　　森下経営革新研究所代表　森下剛
２日目　「コミュニケーションについて考える」
　　　　　自分楽研究所代表　崎山みゆき
３日目　【特別講義】仲間づくりフォーラム
４日目　「広報・PRについて考える」
　　　　　元横須賀市新聞教育研究会会長　山田敏夫
５日目　地域活動の実際（企画・立案・実施）
　　　　　自分楽研究所代表　崎山みゆき
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図　
　

書

資　
　

料

「HeartfulOnline『Ho!』」のホームページをご紹介します
　日本初の障害者による広域ネットワーク企業組合「ユニ
フィカ」が運営する、ユニバーサル情報サイト。
　障害の種類や高齢者、介護者などニーズに応じた生活支援
情報が掲載されています。また、福祉車輌やバリアフリーに
ついて皆で語れるコミュニティサイトも充実しています。

http://www.heartful.ne.jp/

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

　本年度、県内で活躍する関係者の方々からご推薦
いただきました「おすすめ図書」をご紹介します。

�

★　

都
市 
保
育
力
充
実
度

95

チ
ェ
ッ
ク
〜
２
０
０
４
年
度
版
（
保
育
園
を

考
え
る
親
の
会
）

東
京
都
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
・
神
奈
川
県
の

主
要
都
市
及
び
政
令
指
定
都
市
等
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
。

�

★
安
全
な
介
護
〜
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
山
田
滋

・
下
山
名
月
、
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）

高
齢
者
施
設
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
事
故
防
止
を
ま
と
め
た
手
引
書
。

「
現
場
発
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
安
全

で
安
心
な
介
護
技
術
」
の
２
部
構
成
。

★
新
訂　
福
祉
用
具
の
活
用
法
（
京
極
高
宣
・
市

川
洌
、
北
隆
館
）

★
地
域
を
創
る
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

習
〜
日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
学

会
年
報
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
９
（
同
学
会
機
関
誌
編
集
委

員
会
、
万
葉
舎
）

★
公
益
法
人
改
革
〜
こ
れ
で
よ
い
の
か
政
府
の

構
想
（
堀
田
力
・
山
田
二
郎
・
太
田
達
男
、
�

公
益
法
人
協
会
）

★
福
祉
の
市
場
化
を
み
る
眼
（
渋
谷
博
史
・
平

岡
公
一
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
続
・
あ
な
た
が
始
め
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
佐

藤
義
夫
・
木
村
直
子
、
雲
母
書
房
）

★
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
手
引
き
〜
開
設
か
ら
運

営
ま
で
（
全
国
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
協
会
、
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

★
地
域
福
祉
を
創
造
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
〜
愛
知
県
知

多
地
域
の
地
域
福
祉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
調
査
報
告
書
Ⅱ

（
名
古
屋
・
地
域
社
会
研
究
会
）

★
老
人
福
祉
業
界
に
お
け
る
人
事
制
度
設
計
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会 

老
施
協
総
研
）

★
平
成　

年
度　
民
間
社
会
福
祉
事
業
従
事
者

16

等
海
外
研
修
報
告
書
（
同
研
修
団
）

★
精
神
障
害
者
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
に
関
す
る

研
修
会
（
�Ｎ
 

全
国
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援

協
議
会
）

★
報
告
書
「
高
齢
者
虐
待
・
不
適
切
介
護
実
態

調
査
（
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
中
部
地
区
活
動

委
員
会
）

★
進
め
よ
う
自
殺
防
止
活
動
〜
世
界
の
仲
間
と

と
も
に
「
世
界
集
会
」
報
告
書
（
�Ｎ
 

国
際
ビ
フ

レ
ン
ダ
ー
ズ　
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
）

★
三
宅
島
帰
島
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
〈
第
一
版
〉（
三
宅
島
災
害
・
東
京
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）

！反響！
「社会福祉及び様々な関連領域からの紹介図書で、
参考になるものが多かった」、「読んでみると意外な
発見もあり、毎回楽しめた」という貴重なお言葉の
ほか、現在は幅広い視点で社会福祉を捉えていくべ
きなのでは？」というご指摘もいただきました。
　来年度からも多くの方を通じ、実践に役立つ図書
をご紹介していきます。

平成16年度

紹介図書リスト

著　　者書　　名月

戸部けいこ光とともに…自閉症児を抱えて４

高橋彦芳・岡田知弘自立をめざす村～一人一人が輝
く暮らしへの提案～長野県栄村５

中西正司・上野千鶴子当事者主権６

濱田英雄ここからはじめるWebアクセ
シビリティ８

鈴木健二ボランティアのすすめ～あなた
の手をわたしに９

Ｆ・Ｐ・バイスティック
著、尾崎新　訳

ケースワークの原則［新訳版］
～援助関係を形成する技術１０

東山紘久プロカウンセラーの聞く技術１１

ユルゲン・ブラーター
著、畔上司　訳体のふしぎ事典１２

大浦武彦あきらめないで！床ずれは治る１

山田昌弘希望格差社会２
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役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
２
月
８
日
・
①
理
事
の
推
薦
、
②

副
会
長
の
選
任
、
③
監
事
の
推
薦
、
④
評
議
員

の
選
任
、
⑤
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
、
⑥
苦

情
解
決
事
業
第
三
者
委
員
の
選
任
、
⑦
本
会
事

務
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
案
）
に
つ
い
て

◇
評
議
員
会
＝
２
月　

日
・
①
理
事
の
選
任
、

２２

②
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
・
障
が
い
者
福
祉
助
成
金

◇
対
象
＝
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
及
び

生
産
力
ア
ッ
プ
な
ど
に
直
結
す
る
次
の
事
業
�

一
般
助
成
（
①
障
が
い
者
施
設
の
改
善
・
整
備

・
備
品
等
の
購
入
、
②
各
種
会
議
・
講
演
・
研

修
事
業
、
③
各
種
出
版
・
啓
発
活
動
等
、
④
各

種
調
査
・
研
究
事
業
、
⑤
文
化
事
業
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
に
対
す
る
助
成
）
�
障
が
い
の
あ
る

大
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
供
与

◇
助
成
金
額
＝
�
一
件
あ
た
り
上
限　

万
円
、

１００

�
月
額
５
万
円
（
年
間　

万
円
、
返
済
の
必
要

６０

は
あ
り
ま
せ
ん
）

◇
申
込
み
＝
３
月　

日
�
（
奨
学
金
の
供
与
受

３１

付
は
５
月　

日
�
）
消
印
有
効

１０

◇
問
合
せ
＝
�
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
福
祉
助
成
金

事
務
局

�　

－

３
２
４
８－

０
６
９
１

０３

　
　

－

３
５
４
２－

５
１
６
５

FAX
０３

�
光
之
村 
研
究
・
研
修
費
助
成

◇
対
象
＝
県
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
、
障
害
福

祉
、
高
齢
福
祉
の
直
接
処
遇
職
員
又
は
そ
れ
に

継
続
的
に
関
わ
る
者
で
、
年
間
５
回
以
上
の
定

期
的
な
会
合
、
集
会
を
も
っ
て
、
自
主
的
な
研

究
・
研
修
活
動
を
行
う
非
営
利
の
グ
ル
ー
プ（
団

体
業
務
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、

単
一
の
講
演
会
、
活
動
全
体
へ
の
助
成
、
所
属

団
体
か
ら
の
助
成
が
可
能
な
も
の
は
対
象
外
）

◇
助
成
金
額
＝
１
グ
ル
ー
プ
５
万
円
を
限
度

（
物
品
購
入
は
不
可
）

◇
〆
切
り
＝
６
月　

日
�
必
着

３０

◇
問
合
せ
＝
�
光
之
村
助
成
係

�
・　

０
４
６
７－

　

－

４
６
２
８

FAX

８２

�◇
内
容
＝
「
元
気
印
を
い
つ
ま
で
も
！
」
を
テ

ー
マ
に
、　

〜　

歳
代
の
代
表
に
よ
る
語
り
合

５０

９０

い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
詩
吟
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
大
正
琴
等
の
公
演
、
手
作
り
品
の
展
示
・

即
売
会
な
ど

◇
日
時
＝
３
月　

日
�　

時
〜　

時

２６

１３

１６

◇
会
場
＝
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
費
＝
前
売
り　

円
（
当
日　

円
）

３００

５００

◇
問
合
せ
＝
神
奈
川
高
齢
者
生
活
協
同
組
合

�　

－

　

－

８
８
２
５

０４５

６６３

　
　

－

　

－

５
６
６
２

FAX
０４５

６５０

税
務
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談

◇
内
容
＝
組
合
税
務
処
理
、
確
定
申
告
、
遺
産

相
続
、
贈
与
税
等
税
務
全
般
の
ご
相
談
に
つ
い

第
３
回「
ど
う
生
き
る　

歳
時
代
」

100

て
、
税
務
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た

税
理
士
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

◇
相
談
料
＝
電
話
に
よ
る
相
談
は
無
料
。
ほ
か

面
談
、
書
類
作
成
手
続
き
等
は
有
料
に
な
り
ま

す◇
相
談
方
法
＝
①
�　

－

　

－

０
７
０
８
又
は

０４５

７７３

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.kanagaw

arofuku
kyo.com

）
よ
り

◇
受
付
＝
①
火
・
金
（
祝
日
除
く
）　

時
〜　

１０

１６

時
、
②
は
常
時

◇
問
合
せ
＝
神
奈
川
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
・

税
務
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�　

－

　

－

０
７
０
８

０４５

７７３

　
　

－

　

－

８
９
１
９

FAX
０４５

７７１

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺

児
援
護
基
金
】
▽
神
奈
川
エ
ッ
ソ
・
モ
ー
ビ
ル
・
ゼ
ネ
ラ
ル
会
▽

�
神
奈
川
県
自
動
車
会
議
所
【
子
ど
も
福
祉
基
金
】
▽
ジ
ャ
パ
ン

・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
日
本
愛
石
協
会
▽

し
ん
わ
本
人
自
治
会
連
合
会
▽
ス
リ
ー
エ
フ
日
ノ
出
町
駅
前
店
▽

大
和
保
健
福
祉
事
務
所
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
�
F
U
J
I
倉
見
店
・

岡
津
店
▽
漆
原
恭
子
▽
佐
藤
正
平（

計
三
、
六
三
八
、
七
六
七
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
横
浜
市
総
合
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
内
グ
ル
ー
プ
お
お
き
な
木
売
店
木
か
げ（

敬
称
略
）

【
訃
報
】

　

本
会
元
副
会
長
内
野
十
三
郎
氏
（
元
神
奈
川
県
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）
が
、
２
月
６
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年　

歳
。
故
人
に
お
か
れ
ま
し

８３

て
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
長
と
し
て
、
本
会

事
業
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
、
新
た
な
問
題
を

抱
え
る
方
々
を
支
援
す
る
様
々
な
活
動
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
（
社
会
的
統
合
）
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
今
回
は
、
明
治
学
院
大
学
教
授
の
清
水
浩
一
氏
に
、
本
連
載
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
今
後
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社
会
的
統
合
）
を
地
域
の
中
で
す

す
め
て
い
く
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

排
除
し
な
い
社
会
を
ど
う
作
り
出
す
か

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

つ
な
が
り
を
も
と
め
て　
（
最
終
回
）

　

本
連
載
を
最
初
か
ら
読
み
直
し
て
、

全
体
の
ま
と
め
と
今
後
の
見
通
し
を
展

望
す
る
の
が
私
の
課
題
ら
し
い
。
い
さ

さ
か
能
力
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
大
変
興
味
の
持
て
る
テ
ー
マ
で
も

あ
る
の
で
、
私
な
り
に
楽
し
み
な
が
ら

推
こ
う
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

冒
頭
で
は
ま
ず
、
厚
生
労
働
省
の

「
社
会
的
援
護
を
要
す
る
人
々
に
対
す

る
社
会
福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
の
報
告
書
に
依
り
な
が
ら
、
現
代

社
会
の
様
々
な
新
し
い
社
会
問
題
と
、

そ
れ
ら
が
生
み
出
さ
れ
る
背
景
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
社

会
的
排
除
が
生
じ
る
要
因
を
予
防
す
る

方
向
と
し
て
、「
全
て
の
地
域
住
民
を

社
会
の
構
成
員
と
し
て
包
み
、
相
互
に

支
え
合
う
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
』
に
よ
る
社
会
福
祉
を
地
域
社

会
の
中
で
ど
う
創
り
あ
げ
て
い
く
か
」

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

以
後
、
児
童
虐
待
や
社
会
的
ひ
き
こ
も

り
、
壮
年
層
の
自
殺
問
題
や
生
き
が
い

づ
く
り
、
高
齢
者
の
虐
待
問
題
や
孤
独

を
克
服
す
る
「
住
ま
い
方
」
の
試
み
、

知
的
障
害
者
の
在
宅
生
活
や
就
労
支

援
、
最
後
に
安
心
で
き
る
生
活
の
総
括

的
な
枠
組
み
の
模
索
、
と
続
き
ま
す
。

　

各
連
載
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
施
設
、
病

院
職
員
な
ど
の
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
つ
つ
、
問
題
の
本
質
を
具
体
的
に

え
ぐ
り
、
日
々
の
実
践
の
中
で
培
っ
た

援
助
の
極
意
な
ど
も
実
に
簡
潔
に
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
に

一
貫
し
て
い
る
の
は
、
問
題
の
種
類
は

違
っ
て
も
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
社
会
的
統
合
を

ど
う
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
点
で
し
ょ

う
。
な
る
ほ
ど
…
と
教
え
ら
れ
る
こ
と

取
材
を
通
じ
社
会
的
統
合
を
考
え
る

が
多
く
、
同
じ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
ひ
と
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
コ

ラ
ム
も
相
乗
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

連
載
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

　

さ
て
、
本
連
載
は
全
体
は
大
体
以
上

の
よ
う
な
流
れ
で
す
が
、
い
く
つ
か
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
点
を
拾
い
な
が
ら
、
少

し
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
に
、
児
童
虐
待
防
止
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
Ｃ
Ｍ
Ｐ

Ｎ
の
山
田
さ
ん
⑤
は
「
単
独
の
機
関
や

職
種
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
絶
対
で

き
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
偶
然

に
も
、
そ
の
記
事
の
次
月
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
「
ひ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
Ｄ

Ｖ
被
害
者
を
支
援
し
て
い
る
市
民
グ
ル

ー
プ
・
Ｗ
Ｎ
Ｓ
の
根
本
さ
ん
も
、
全
く

同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
も
Ｗ
Ｎ
Ｓ
も
、
こ
う
し
た
関

係
機
関
（
者
）
の
連
携
そ
れ
自
体
の
重

要
性
を
痛
感
し
、
そ
の
「
潤
滑
油
」
の

役
割
を
担
う
活
動
に
意
義
を
見
い
だ
し

て
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
の
連
携
の
重
要
性
は
、
そ

れ
こ
そ
一
般
論
の
レ
ベ
ル
で
は
昔
か
ら

唱
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
学
問

の
細
分
化
や
タ
テ
割
り
行
政
は
、
思
い

の
ほ
か
強
固
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

制
度
や
学
問
が
発
展
す
る
だ
け
で
は
、

複
雑
多
様
化
す
る
新
し
い
問
題
に
は
太

刀
打
ち
で
き
ず
、
結
局
地
域
社
会
レ
ベ

ル
の
試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね
か
ら
多
く

を
学
ば
な
け
れ
ば
、
具
体
策
が
見
え
て

こ
な
い
と
い
う
状
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
さ
し
あ
た
っ
て
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
人
々
へ
の
適
切
な
理
解

で
す
。
た
と
え
ば
「
ひ
き
こ
も
り
」
に

つ
い
て
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・
リ

ロ
ー
ド
の
武
藤
さ
ん
⑥
の
、
本
人
自
身

が
ひ
ど
く
苦
し
ん
で
い
て
も
「
そ
こ
か

ら
抜
け
出
す
出
口
・
ス
テ
ッ
プ
が
見
つ

か
ら
な
い
」、「
原
因
や
治
療
法
を
な
ど

を
考
え
る
こ
と
で
解
決
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
の
言
葉
は
、
心
に
強
く
残

り
ま
す
。
あ
る
い
は
壮
年
者
の
自
殺
の

相
談
で
、「
私
た
ち
は
、
相
談
者
の
心
の

奥
底
に
潜
ん
で
い
る
『
生
き
た
い
』
と

い
う
気
持
ち
に
感
情
を
合
わ
せ
、
共
に

生
き
る
道
を
探
し
て
い
く
」、
と
の
東

京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
の
西
原
さ
ん
⑦

の
お
話
に
も
強
く
惹
か
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
湘
南
の
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
リ
ビ

ン
グ
⑩
で
、
共
同
生
活
を
営
む
高
齢
者

の
「
一
人
暮
ら
し
の
頃
は
風
の
音
で
も

怖
か
っ
た
。
今
で
は
い
ろ
い
ろ
な
音
が

心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
安
心
で
き
る
」
と

の
声
も
リ
ア
リ
テ
イ
を
も
っ
て
迫
っ
て

く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
知
的
障
害
者

の
在
宅
生
活
の
支
援
で
は
、「
多
く
の
方

は
自
分
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、
す
す
ん
で
支
援
を
求
め
て
く
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
と
い
う
現
状

も
あ
る
」
と
の
「
つ
る
み
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
」の
斉
藤
さ
ん
⑪
の
話
は
、

地
域
に
埋
も
れ
る
潜
在
的
な
福
祉
ニ
ー

清水　浩一　氏
明治学院大学社会学部
社会福祉学科教授
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つ
な
が
り
を
創
る「
ま
ち
の
た
ま
り
場
」

遊
友
ひ
ろ
ば
（
川
崎
市
多
摩
区
）

　

子
ど
も
の
活
動
の
場
、
お
母
さ
ん
の

情
報
交
換
の
場
、
高
齢
者
の
憩
い
の

場
、
障
害
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
な

ど
、
様
々
な
目
的
を
も
っ
た
「
た
ま
り

場
」
を
作
る
う
ご
き
が
、
地
域
の
中
に

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
一
つ
、
だ
れ
も
が
集
え

る
「
遊
友
ひ
ろ
ば
」
を
運
営
す
る
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ぐ
ら
す
・
か
わ
さ
き
の
立
沢

和
美
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

様
々
な
世
代
や
人
が
集
う
こ
と
が
大
切

　

遊
友
ひ
ろ
ば
は
、
Ｊ
Ｒ
「
登
戸
駅
」

と
小
田
急
線
「
向
ヶ
丘
遊
園
駅
」
の
ほ

ぼ
中
間
に
あ
る
登
戸
東
通
り
商
店
街
の

一
角
に
あ
り
ま
す
。

　
「
そ
れ
ま
で
多
摩
区
を
中
心
に
環
境
・

教
育
・
ご
み
・
市
政
な
ど
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で

痛
感
し
た
こ
と
は
、
市
民
の
た
ま
り
場

や
会
議
の
場
、
交
流
の
場
な
ど
『
場
』

が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
た
ま

た
ま
メ
ン
バ
ー
の
一
人
か
ら
、
遺
産
の

一
部
を
『
市
民
自
治
の
力
が
育
つ
よ
う

な
こ
と
に
使
い
た
い
』
と
寄
付
の
申
し

出
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
活

用
し
て
、
同
じ
思
い
を
持
っ
た
人
が
集

ま
り
、
地
域
に
暮
ら
す
幅
広
い
層
の
人

た
ち
が
出
会
う
場
、
世
代
を
超
え
て
交

流
す
る
場
、
情
報
を
収
集
・
発
信
す
る

場
を
作
ろ
う
と
、
二
〇
〇
一
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
遊
友

ひ
ろ
ば
を
拠
点
に
、
様
々
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
」
と
立
沢
さ
ん
。

　

こ
の
日
は
、月
二
回
開
催
の
昼
食
会
。

主
に
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
て
い
る
こ
の
会
で
す
が
、
そ
の
手
法

は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　
「
あ
る
高
齢
者
の
方
の
、『
食
事
を
提

供
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
い
つ
も
お
客
様
で
食
べ
る
だ

け
。
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
よ
』
と
い

う
一
言
が
ア
イ
デ
ア
と
な
り
、『
一
緒
に

作
っ
て
味
わ
う
昼
食
会
』
が
始
ま
り
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
見
て
い
る
だ
け
で
も

い
い
の
で
す
が
、
わ
い
わ
い
楽
し
い
雰

囲
気
で
、
皆
さ
ん
次
第
に
仲
間
に
入
っ

て
し
ま
わ
れ
ま
す
」と
の
言
葉
ど
お
り
、

調
理
の
ほ
か
お
皿
の
飾
り
つ
け
や
配
膳

な
ど
、
皆
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
こ

と
を
楽
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
商
店
街
活
性
化
支
援
事
業
」

の
補
助
を
受
け
て
、
商
店
街
の
活
性
化

に
も
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
日
、
魚
の
さ
ば
き
方
を
学
ぼ
う

と
魚
屋
さ
ん
を
先
生
と
し
て
お
招
き
し

た
と
こ
ろ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
、
魚
屋
さ
ん
に
は

地
域
の
人
と
知
り
合
う
機
会
が
で
き
て

と
て
も
良
か
っ
た
と
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
交
流
は
ま
だ
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
す
が
、
魅
力
あ
る
商
店
街

づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
活
動
を

考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
商
店
街
と
い

う
地
の
利
を
い
か
し
、
皆
が
楽
し
み
、

そ
し
て
支
え
合
え
る
場
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
結
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

遊
友
ひ
ろ
ば
で
は
こ
の
他
、
健
康
麻

雀
や
親
子
ひ
ろ
ば
な
ど
の
催
し
の
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
市
民
グ
ル
ー
プ
等

に
対
す
る
活
動
の
場
の
提
供
な
ど
多
彩

な
活
動
を
通
じ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。　
（
企
画
課
）

自分のできる範囲を無理なく楽しくできるから食卓
にはいつも笑顔と心地よい充実感があふれています

遊
友
ひ
ろ
ば
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